
空 か な 自 然 に 恵 ま れ , 芸 術 を 要 し , 歴 史 と 伝 統 を 垂f t , じ る

¥ f L tj: , NJ 自 と モ 共 通 点 の 多 い , ド し ス テ ン に 告 ら す 人 々 の
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詳細
･ お問い合わ せはホ

ー ム ペ
ー

ジ へ ! 仙台 ドレス デン
･ ク ラ ブ

※ この 事業は(財) 未来 の東北博覧会記念国際交流基金の助成 と(財) 仙台国際交流協会 の補助を受けて い ま す

｢世 界 最大 の ジグ ソ
ー パ ズル｣ と 呼 ばれ る

フ ラウエ ン教会(聖 母 教会)
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} ドレスデン紹介) I
.

ネル展示

自然､ 歴 史 ､ 文化な どをパ ネル に て ご紹介 して いま す

■｢私の中のドレス デン｣ (会員展示 ･ 紹介)
仙台ドレス デン ･ ク ラ ブの 会員に よ る絵画 ､ 造形 ､ 写真 ､ 映像な ど

■ワ ー クシ ョ ッ プ 【みんなで作ろう｢ フラウエン教会｣】
ペ - パ ー ク ラ フ ト によ る ｢ フ ラ ウ エ ン教会｣ をみ ん な で 完成 させ ま しょ う !

■｢ 日本画家 飯川竹彦とドレスデン｣ ( 活動紹介など)
ド レス デ ン と関わ り の深 い 仙台在住 の 日本画 家

･ 飯川 竹彦氏の ､ ドレス デ ンで の

活動 ･ 交流の様子 を 紹介 した り ､ 作 品展 示 を 行い ます

ザクセン & ドレスデンの文化 - その魅力 -

2 0 1 0 年I 1 .2 3 囲
戦災復興記念館 監慧慧雲2]
第1 部

町 2- 1 2- 1 T E L .0 22- 2 6 3- 6 9 3 1

｢ ドイツ音楽隆盛の源 J ･ S ･ バ ッ ハを聴く｣ お はな し ･ 演奏 原 田哲男 氏 (1 0 : 0 0 - 1 0 : 4 0 )

｢ ドレスデン宮廷文化における日本の影響｣ 講演 ･

シ ュ ヴァ ル ベ 氏 (1 0 : 4 5 - l l : 4 5 )

昼食 ･ 交流 4 階第2 会議室 (1 2 : 3 0 - 1 3 : 3 0) ※ 昼 食お弁当 ご希望 の方 は1 , 5 0 0 円 で す

仙台市博物館 仙台市青菜区川内 2 6 T E L O 2 2- 2 2 5- 3 0 7 4

第 2 部 実地セミナ ー r伊達政宗と慶長遣欧使節｣ 学芸員解説 (1 4 = 0 0 - 1 6 ‥ 0 0)
※学芸員に よる 解説後､ 入 館 して研 修 とな り ますが 入館料 は ､ 各自負担 にな り ます｡

プロ フ ィ ー ル[ 1】

チ ェ ロ 原 田 哲 男 氏
1 97 0 年生まれ ｡ 桐朋学園大学在学中の 1 99 0 年に撃科芯原音禁崇奨励賞安臥

同大学卒業後か ら2 年間ドイツのマ インツ大学青葉学部rこ学ぶ o

19 97 年からは米国ダラス市の南メソデス ト大学 よ
L) 奨励金 を待て ､

同大アーティス トデイ ブロ マ コ- ス に入学 ,

同年夏 r チ ェ ロアンサンプルサイトウ｣ のメンバーとして
日本､ ヘル シンキ及びサンク トペ テルプルグの世界チ ェ ロ コ ング レスに出鼠 ,

1 9 9 9 年仙台フィルハーモニー管弦楽団首席チ ェ ロ奏者に就任 し､
以降北爪道 夫のチ ェ ロ 協奏曲 (仙台フ ィル垂硫作品) を初演のほか ､ 定期公演等 にソリス トとしても出演 してい る｡

20 01 年訴 4 回ビバホールチ ェ ロ コ ンク- ル 3 位 . 仙台 フ ィルメン/(一によるセ レーノ弦菓四韮奏団で も活躍 Q

｢ 松尾青菜助成賀 ｣ 受賀 ､ また原村室内禁セミナーにおい て ｢托 の 風音条文｣ 受 払
2〔に娼

.
2 ∝ 汀 年には秋吉台室内莞セミナ 1 = 綿師と して招かれた ｡

仙台市民交繋真田 , 仙 台ニ ューフィルハーモニー管弦楽団とい っ た地元のオーケス トラとの共 鼠
プラハ 放送交響楽団宮城公演の ソ リス トとして起用されるなど ､ 仙台市を拠点に多彩な活動を行 っ て い る｡

森川評- ､ 木越洋 ､
ユ リウス

･ ベ ルガー. 岩崎洗の各氏に師範 ｡

2 00 7 年 9 月より文化庁;毎外派遣研修員として 1 年間ドイツに留学 ｡

クリ ス チ ャ ン･ ギガ一氏 (ライブツイ ヒ ･ ゲヴ 7 ントハ ウス 管弦禁日常- ソロ チ ェ リ ス ト) に師事 ｡

㊨(1JRBIp9 aR,
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ザクセ ン州独 日協会( D J G S )

な らび にザ クセ ン 州立民族学博物柁連合(S E S )

哲学博士 リュディア イ ッ ケ = シ ュ ヴァル ベ 氏
1 96 3 年 ベ ルリンの フ ンボルト大学にて民族誌と歴史を専攻 し卒兼 . な らびに霞将 攻撃生の

ためのインド学において B] 寂拭墳合壌 ｡

ドイツ民主共和国 [EEl 東独] の ベ ルリン科学 アカデ ミーにてイ ンド苧に関する大学既卒者
セ ミナーに参加 8 現題は 7 ルタ シヤス トラのサンスク リッ ト票吾文献な らび にワル ター ･ ルーペ ン教授 を範とする
(r 鎌金 gl と悪魔信仰｣ に関する同教授の研究に関連する) アシ ュ ルとアシ ュ ラの文化史的贋釈 . 歴史および民族琵

研究の個別テーマ は ､ 7 - リア以前の部族民のサンスクリッ ト芸きテクス トと伝承文 軌こおける翠 (すき) 耕作の開
姶串悟と馬の 正賓性 .

1 9 6 4 年以降 ､ 州立ドレス デン民族学博物館の共同研究者 ｡ ドレスデンおよびライプチ ヒの

博物館所蔵の文化史的原資料にもとづき ､ 南 7 ワァ民族誌研究センタ- を立ち上げる ｡

1 9 7 7 年インド部族民の歴史的分頬 ､ およぴチベ ッ ト苧とEl本芸祐史に関する大学卒某社の研究を力巧えて ､

ハ レの マルチイ ン
･

ルター大学より博士号取得 ｡

1 9 89 年以降 ､ ドレスデ ン民俗学博物館の南アプア
･

束アジ 7 分野の管理恋任者 ｡

2∝ M 年以降 ､ ザクセン州立民俗学博物館連合の枠内にⅠ多行 ｡ 研究企画
.

出版部主任 ｡

1 99 0 年
- 2 00 1 年 ､ 絵文

.

幸琵告編袋崇拝｡ 招聴により ､
, (ル リン､ ライプチ ヒ. ドレ スデ ンの専門大学 ､ ツ イ ツタウにて

招待講演な らびに民族誌セミナー｡
2 0C O 年およぴ 2 CO 4 年 ､ 研究のため 日本に滞在 ｡ B] 立民族学博物館 ､ 東京大学 . 脂本市現代美箱絶 と共同研究 ｡ 匹貞的

硬究テーマは . 日本の芸術創作 における社会的 . 祭儀的習俗 .

1 9 9 1 年より独印協会( D( G ) 会員 ､ 20 O l 年より同協会ドイツ幹部会 メン/ ト ｡ 国際人無学
.

民族学連盟 ( lU A ES ) 会員 ｡

国際博物館会王義(lC O M ) ドイツ委員会会員 ､ 研究王児は民族学博物館･ コ レクシ ョン国際委員会 (lC M E) , ザ クセン州独日協
会会民 インド, ドイツ､ 東欧( ハ ンガリー､ ロシ 7 / ソビエ ト連邦) において討論集としての多数の個別出版 ､ および審評 ｡

主要著番 (単行本) 『サム ライの剣B 19 7 7 . 1 9 79 他多数

[ お申込方法】 お 一

人 に つ き
一

遇 の

●返信ハ ガキ (義) ●往信ハ ガキ (袈面)

応募者の

住所
･ 氏名

※返信ハ ガキの

轟面 はr白紙｣ で

お送 りくだ さい ｡

結果 を印刷 して

お送 り しますo

参加希望

第1 部
蛍§災復興芸己念貴官

第2 部

仙台市博物館
昼食

要 ･ 不 要

応幕者の 住所
氏 名･ 連 絡先

メール ア ドレス

往復はが壬 でお願し1 します

左記必要事項 を 記 入 の上 ､ お 申 し込 み く ださ い｡

【送付先】｢仙台ドレスデン ･ クラ ブ｣ 事務局
〒9 8 3

-

0 8 4 2 仙台市宮城野区五輪2 丁 目 卜 5
-

1 0 1 号

※ 申込多数の場合は厳正 な る抽選の上､ 入場券(返信) をお 送りさせ て いた だきま す

※ 第 2 部 は単独で も 受講で きますが､ 第 1 部希望者が優先とな ります

※昼 食の お弁当をご希望の方 は､ 当日受付 にて 1 , 5 0 0 円を お支払い願い ます

[ お問い 合わせ] t お急ぎの 場合 は E- m ail でお問 い合わせく ださい ｡ s
- dr e s d e n .kl u b @ d g .r m a il .n e .jp

II お急ぎで無 い場 合は T E L または F A X で ①お名前 ②お電話番号 ③お問 い合わ せ内容 をお伝えくだ さい ｡

後日 ､ 担 当者 よL) ご連絡させて 頂き ます｡ T E L & F A X 0 2 2- 2 9 7- 6 1 1 0




